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　　　　　　　　　 　　　　　殿
化学設備の改造、修理、清掃等の作業に関する文書
富士フイルム㈱富士宮事業場
	工事要求元部門
	→
	工事担当部門
	ｺﾋﾟｰ配布
→


	施工会社

	
	
	
	
	
	
	



工事件名：　　　　　　　　　　　　　　　　

該当施設：　　　　　　　　　　　　　　　　
使用した化学物質名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工事要求部門は、上記化学物質で安衛令で定めるところの「(注)ラベル表示・ＳＤＳ等による通知
の義務」に該当する物がある場合は、該当化学物質のＳＤＳを貼付し、危険有害性・暴露した場合
の処置等について、工事担当部門及び作業を行う者に周知する。

(注)労働安全衛生法に基づくラベル表示・ＳＤＳ交付の義務化対象物質リストを参照
該当設備では工事箇所の化学物質は液抜き･洗浄していますが、万一残留している場合を考慮し下記の文書を交付いたします。（工事要求部門の直接工事の場合は工事担当部門欄は斜線でなしとする。）
1 該当設備で取り扱う化学物質の危険性及び有害性
・眼　　　　（　）重度の刺激　　　（　）軽度の刺激　　　（　）刺激なし
・皮膚　　　（　）重度の刺激　　　（　）軽度の刺激　　　（　）刺激なし
・吸入･誤飲 （　）有害性あり　　　（　）有害性なし
・揮発性　　（　）あり　　　　　　（　）なし
・粘性　　　（　）あり　　　　　　（　）なし
・引火性　　（　）あり　＜消防法危険物該当＞　　　　　　（　）なし

2 当該作業において注意すべき安全・衛生に関する事項
・作業前に危険予知活動を行ない、作業上の注意ポイントを確認する。
・工事施工箇所の分解等を行なう前に図面で正しい個所であるか念押しの確認をする。
・化学物質の臭気や何らかの異臭を感じたり、液体の流出、もれを発見した場合は直ちに作業
　を中止し、富士フイルムの工事担当者か立会者に状況を報告する。

・FRPﾀﾝｸには、労働者が天板に乗らないこと。必要時には足場(作業床)を設けること。

3 該当作業について講じた安全・衛生を確保するための措置
・工事箇所の化学物質の液抜き･洗浄（　）済　（　）　　月　　日まで実施予定
・火気使用の事前協議　　　　（　）済　（　）　　月　　日まで実施予定　（　）該当なし

4 流出等の事故が発生した場合において講ずべき応急の措置
・化学物質の影響がない場所に避難する。
・眼に入ったり皮膚に付着した場合は、迅速に、清浄な流水で洗浄する（少なくとも１５分以　　
上、ＳＤＳ情報や負傷程度によってはさらに長時間）。その後、医師の診断を受ける。
・吸引や誤飲で気分が悪くなった場合は空気の新鮮な場所に被災者を移して安静につとめ、そ
　の後、医師の手当を受ける。
・富士フイルムの工事担当者か立会者に状況を報告する。
・富士フイルムの工事担当者か立会者の指示のもとで行動する。

《その他特記事項があれば以下に記述する》

受領サイン済みの原本を要求部門で保管





なし／なし　の場合は�水との区別が困難









